


































や Euro ・code などの既存の設計基準ではタンク底板の浮上り量を過大に与えることに言及している．
以上のことより，タンクの設計に資する鰯骨方法を考案し，タンク廓友の浮上りのメカニズムやそ
れに寄与する物理量を傍証するのみならず，設計で考慮すべき新たな事柄や既存の設計基準の誤りを
も浮き彫りにしたことから，本論文は博士（工学）の学位を授与するに値するものと認められる．
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